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Campbell’sEarlyの房摘みについて

小　野　公　二・神　　　昭　三

（岩　手　県　農　試）

岩手県のぶどうは近年大迫町近辺を中心に年々増植さ

れ，生産量もうなぎ昇りに上昇して来ている．品種は大半

がCampbelrsEaryでこれに若干DelawareとNiagara

が湿っている．生産者は農業専業もあるが商業の側ら副

業的にぶどう栽培を行っているのが半数近くもあり，栽

培法についても技術的にも浅いので生産品についても，

非常に果実の不揃いが目立っておる．出荷はこれを共同

で行い盛岡市場を対象とする共同選果・箱詰めを昨年か

ら実施するようになった．未成木も多いが年々生産量も

増し現在の一市場出荷から更に広範囲な県外出荷に市場

を開拓して行かねばならない所である．また一方生産量

を殖やすとともに質的面の向上も考慮して．行かねばな

らない．すなわち輸送に好適な房の目方・形・果実の固

さ等を工夫し．生食用果実の新鮮味を保持させ荷傷みを

最少隈に止めるような果実の作りを考えて行かねばなら

ない．これ等の点に付いて主にCampbelrsEaryについ

て行った試験を述べてみる．

1．割穂の除去

Campbellの果房はそのまま結実させると非常に巨大

になるが，更に副穂をそのままに結実させると主穂と同
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じ位の大きさになり，一結果枝に対する花数が多過ぎて

花振いを起すことになり，また実際採収してこれを箱詰

めする段になると非常に不便になる等の弊害から，遅く

とも開花一週間前までに摘除するのが必要である．

2・小穂の位雷と着果率

Campbellの副穂は主穂に比べ迄かに着果率が悪く，

しかも開花が遅れるため着色時期も遅れるのでこの副穂

は掃除するので問題でないが，主穂に付いても小穂の位

置によって着果率が異る．
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第1表　中穂の位置と着果率

第1表のように1串から5串までが特に着果率が良

く，先端の25串位が最も着果率が悪い．中間の6車から

20帝位までは花数の多少はあるが，着果率はほぼ同じで

ある．このため着果率の悪い部分は予め掃除し開花を揃

はせ，着色も一斉に行はれることになる．

3・花房の満除の強弱と果房の大きさ

前調査から花房の下部を摘除すに際し，その強度を変

へることにより如何に果房の形が興るかを調査してみる

と第2蓑の通りで，開花直前に房長が3寸以上あるもの

について行ったもので．強く摘除するもの程房重の少く

なるのは当然であるが，反対に強く摘除するもの程1革

～2車の小穂が長く伸びて来る．所謂肩張りの角張った

房に変って来る．着果率の悪い部分を強く摘除する樫実

止りも良くなって密着房が得られるが，このように肩張

りで三角形になった房は箱詰めに不便はかりでなく，互

いの房の接触が強く荷傷みの原因にもなるので余り香し

くない・これ等の点から花房は開花直前の長さで2．5寸

から3寸程度に下部を摘除するのが適当に思はれる．

第2蓑　花房の摘果の強弱と果房の大きさ
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4．果房の警形について

前述のことから払mpbellの採収・選果・箱詰め・輸

送と順に考慮すると，第一に揃った房を採収する事であ

り次に花振いを少くして画房作ること，しかもその日方

は70～80匁程度の物を狙い，形も極端な張りの少い円筒

形に近いものが理想的である．バラ房で肩張りで割合目

方のかかる房は輸送中に可成り荷傷みが生じることは思

はれる．これ等の条件を揃へるような房を得ようと第1

図のごとき処理を開花直前に大体房長3寸以上のものに

ついて行った．副穂は開花10日前に一斉に摘険し，主穂

についてのみ行った．その結果は第3表の通りである．

すなわち①上部2車と下部・⑧肩先と下部・㊥下部のみ

の3つの方法を無処理に比較してみた．また処理後の房

の長さが何れも2・5寸になるよう掃除した．この結果⑨

着果良く目方も多いが肩が極端に張り丁度三角錐を逆さ

にしたような形になり，理想から可成りはなれた形であ

る・①と㊥は大体同形であり最も理想に近い円筒形の固

房が得られた．無地理は非常に長過ぎその訓こ肩の部分

の張ったものである．

（＃　抒　最）

匡乱川＿＿

第1回　花房の摘除する位置

第3衰　花房の掃除と果房の形
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結局Campbellの果房は花振いを防ぐ意味で副穂を除

き更に着果率を良くし，同房を作るために房の下部を一

部摘除し，それに肩張りを防く・ために1・〉2串を摘むか

1～2車の先端を摘む方法が輸送・荷傷みの点で効果的

でああ．また目方を均一にするために開花直前の花房

2・5勺位で摘むことである．なお①と⑧の方法に付いて

は，前者は割合花房の長いものに付いて，後者は幾分房

の短いものに付いて行った方が労力的にも妥当と思はれ

る．


